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カーボンニュートラルにつながる予測技術特集
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当社では、今中期経営計画（2021～25年）における研究開発の指針として、今まで以上に社会
からの安心感をもって受入れられることを目指し、「エコプロセスとエコプロダクトの推進」を掲げ
ています。私どもが携わる特殊鋼産業は、自動車をはじめとする民生の分野から大規模な社会インフ
ラに至るまで幅広い関わりがあります。昨今、カーボンニュートラル社会の実現に向け、その役割は
益々大きくなると共に、研究開発の在り方や目標が変わってまいりました。直近の世界情勢、例えば
コロナ禍がもたらした人・物の移動や情報共有化に対する考え方や手段の変化、あらゆる産業のベー
スとなる原材料・燃料価格の高騰等をみて、おそらく以前と同じ状態には戻らないであろうことは誰
しもが思い描くところとなっています。このパラダイムシフトを直視し、新たな価値の創出や冒頭申
し上げた社会からの納得性を常に意識する姿勢で、当社は社会に貢献したいと考えています。

このような背景から、本巻は「カーボンニュートラルにつながる予測技術特集」として編纂いたし
ました。特殊鋼は、一般的な鉄鋼材料に比べて特殊な使用環境や目的に応じた機能の高さに期待さ
れており、これらを満たすために多くの合金設計、熱処理技術、組織制御技術が見出されてまいりま
した。今のニーズは、その延長上にある高機能化だけではなく、機能を高精度にかつ実践的に予測す
る技術の創出ではないかと考えられます。これらは特殊鋼が本来持っている特性を無駄なく発揮させ
ることに繋がり、機械部品の長寿命化・小型化、リサイクル技術の発展、鋼材や部品製造工程の最適
化をもたらします。予測技術の発展には、機能発揮の原理を知ることが必須であることは言うまでも
ありませんが、最近の研究開発を取巻く大きなアドバンテージとしてDX（デジタルトランスフォー
メーション）が挙げられます。DXは特殊鋼の研究開発において、特に局所かつ三次元的な現象の可
視化に飛躍的な発展をもたらしており、既存知見をより実践的に活用することを助け、新たな発見や
解釈をもたらしています。

上記の考え方から、本特集では、第一線でご研究をされている外部の先生方から特殊鋼の高機能化
やプロセス開発についての新たな視点での解説ならびに先端技術に関わるご寄稿を賜りました。また
当社からは、予測技術の実践的な活用による新たな材料開発やソリューション提供に関わる研究成果
をご紹介しています。本特集が、ご関係の皆様方の、ご研究、商品開発、生産活動の一助になれば幸
いでございます。

末尾になりましたが、当社の研究開発に対し、ご支援ご協力くださいました皆様に厚くお礼申し上
げます。

　　　　　　　 「カーボンニュートラルにつながる予測技術特集」
に寄せて
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